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する函数は　　未感染者の全数に漸近

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　は従って増大部分の函数

　　であるので、

になるとして　　

への漸近時がはの積分定数する未感染者の全数に漸近一方、感染者になった

と④式の積分因子を割る

　　右辺第二項は

であるとしたの時がは積分定数増大部についての式のが頭打ちになるまでの

　　　④

で積分すると　　　

　　を乗じ　　積分因子

である。人から始まる未感染者は　　　

　　　　③を変形し

　　者の全数感染者になった未感染

る。　（Ⅰ）た未感染者の全数とな日までに感染者になっは日後の感染者数、右辺積分すると左辺は

②より　　　

①の解は　　

人を感染させる一人当たり日間には　　　③　　　感染者

で放射者に確率個のウィルスを未感染　②　　　感染者が　　　　　　　　　　

日に半減する染者数が　　　　①　　　未感　　　　　　　　　　

 


